


































Causal Factors of Declining Mental Health of Teachers in Primary and Junior High Schools
































ーした田上 ･ 山本 ･ 田中（2004）は、女性の方が男性よりもストレスが高いという見方が一般的であるとし
た上で、教育活動の目的や組織の雰囲気によって求められる性役割観があるとまとめている。
　なお、東京都（2010）が行った 2007 年の精神疾患による休職者 416 名の分析では、校種別での休職者の割
合は小中高ともほぼ同じであった。男女別の割合は全体では差がなかったが、校種別を加えると小学校の男性
および高等学校の女性の休職者の割合が顕著に高かった。また、休職理由は児童 ･ 生徒、同僚、家族、保護者











　時期は 2010 年７月から９月で、対象は南関東の公立小中学校で、小学校教諭 321 名（養護 14 名、管理職
20 名を含む）、中学校教諭 388 名（養護 14 名、管理職 10 名を含む）、合計 709 名の協力を得た。なお、校長
の許可を得て全教職員に行ったものは小学校 17 校 298 名（回収率 64.5％）、中学校 12 校 329 名（回収率



















した。そのため、因子分析の結果で項目数が 2 と少ないものや、負荷量が 0.28 と低いものであっても意味内
容等により分析に含めたものもある。また、内的整合性を検討するために各下位尺度のα係数を算出した。そ
して、全ての負荷量を考慮するよう回転後の因子得点を推定し、各因子の得点を算出したため、得点の平均値
は 0、標準偏差は１に標準化した。その後、小中男女教諭の 4 群を独立変数、因子得点などを従属変数として



























: t（264）＝ 2.021，日曜日 : t（236）＝ 2.201，ともに p ＜ .05）。
表５　家での持ち帰り仕事の時間の比較
　通勤時間（表６）は平均で 45 分となった。また、中学女性教諭が小学女性教諭よりも時間がかかると言う
結果になった（F（3，679）＝ 2.481，p ＜ .05）。
　睡眠時間（表６）に関しては、平日は 6 時間弱で、女性教諭が中学男性教諭よりも短いという結果になっ
た（F（3，681）＝ 2.481，p ＜ .05）。やはり家事の負担などが理由と思われる。そして、休日の睡眠時間は平日
よりも長く、平均して約 7 時間以上であったことから、平日は十分な睡眠時間を確保できていないと考えら


















（F（3，671）＝ 4.764，p ＜ .001）。 ＜余暇充実＞では小学男性教諭が中学校教諭より、小学女性教諭が中学女
性教諭より充実していた（F（3，671）＝ 5.528，p ＜ .001）。また、＜食事＞では小学校教諭が中学校教諭より



























＝ 3.733，p ＜ .05）。小学校の方が厳しいと感じているのは、学級担任制であることから仕事が独立している
ことや多忙により周りへの意識が届きにくくなっているからと思われる。また、保護者をはじめ周りの目も厳
しく余裕がなくなっていることも考えられる。＜多忙＞では小学女性教諭が中学校教諭より忙しいとなった
（F（3，601）＝ 10.444，p ＜ .001）。小学校女性教諭の方が全教科を担当するので教材研究や授業準備も負担で
あろうが、さらに児童と接する時間をより強く求めているためと思われる。また、＜指導困難＞では中学校教






　職場の人間関係に関しての質問である。中島 （2006a）は職場内のストレスのうち、子どもたちが 4 割、同






め、次に「ストレスを感じる」かを尋ねた。因子分析の結果、固有値 1.0 以上の解釈可能な 3 因子＜教職員ス






た（F（3，666）＝ 2.645，p ＜ .05）。これは、田上ら（2004）の女性の方が男性よりもストレスが高く、性役
割観の違いもあるとの指摘や、諸富（2009）の小学校の先生で特に保護者からの攻撃のターゲットになりや
すいのは 20 代と 50 代の女性の先生を裏付けることになったと思われる。なお、中学校は教科担任制により
生徒との距離もとれるため差が見られなかったと考える。また、＜支援＞では小学女性教諭が中学男性教諭よ











　因子分析の結果、固有値 1.0 以上の解釈可能な 2 因子＜共同実行＞と＜準備工夫＞を抽出した（表 13）。
表 13　頑健さ尺度の因子分析結果（主因子法、Promax 回転）
　分散分析の結果は＜共同実行＞では小学女性教諭が中学男性教諭より協力して前向きに取り組もうと考えて


















より、小学女性教諭が中学校教諭より管理的であった（F（3，669）＝ 3.859，p ＜ .01）。また、＜権威役割＞で
























れないなどの困難さを感じていた（F（3，667）＝ 3.223，p ＜ .05）。＜安定統御感＞では中学男性教諭が女性教

























　平日の勤務時間は約 11 時間で、これは文部科学省が 40 年ぶりに行った調査（2006 年）とほぼ同じであっ
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